
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
（
３
万
円/

１
世
帯
）

の
ご
案
内
（
受
給
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。）

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る

負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き

い
世
帯
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
に
対
し
て
、
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付

金
と
し
て
、
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
を
支
給
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
支
給
ま
で
は
確
認
書
ま
た

は
申
請
書
を
受
理
し
て
か
ら
２
週
間
程
度
か
か
り

ま
す
。

▼
支
給
対
象
世
帯
　

世
帯
の
す
べ
て
の
方
が
、

・�

令
和
５
年
度
住
民
税
均
等
割
非
課
税
で
あ
る
こ

と
。

・�

令
和
５
年
１
月
１
日
時
点
で
国
内
に
住
所
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

・�

令
和
５
年
６
月
１
日
時
点
で
利
根
町
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
こ
と
。

・�

住
民
税
が
課
さ
れ
て
い
る
他
の
親
族
等
の
扶
養

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

▼�

申
請
方
法　

確
認
書

⑴�

世
帯
の
す
べ
て
の
方
が
、
令
和
５
年
１
月
１
日

以
前
か
ら
利
根
町
に
お
住
ま
い
の
場
合

・�

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
７
月
下
旬
に
給

付
内
容
や
確
認
事
項
が
書
か
れ
た
確
認
書

を
送
付
し
ま
し
た
。

・�

中
身
を
確
認
し
て
、
役
場
に
返
信
し
て
く

だ
さ
い
。（
返
信
用
封
筒
は
同
封
）

⑵�

世
帯
の
中
に
、
令
和
５
年
１
月
２
日
以
降

に
転
入
し
た
方
が
い
る
場
合

・�

給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。

・�

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
添
付

書
類
と
一
緒
に
役
場
福
祉
課
の
窓
口
に
、

直
接
又
は
郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ
先　

利
根
町
役
場　
福
祉
課　
社
会
福
祉
係　
給

付
金
担
当　
内
線
1
3
3

令
和
5
年
度
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
の
皆
さ
ま
へ

『住民交流通いの場』のご案内　～身近な地域で楽しく交流～
◇『住民交流通いの場』ってどんなところ？
　高齢者の方等がお住まいの地域でいきいきと暮らせるように、地域住民を主体に活動し
ているサロンやコミュニティカフェなど気軽に集える場所です。『住民交流通いの場』では、
おしゃべり、体操、レクリエーション、認知症予防等の介護予防活動が行われています。
　65歳以上の高齢者の方が利用できます。また、介護保険での要支援認定を受けている方
や総合事業対象者の方も利用が可能です。

住民交流通いの場一覧（令和5年８月1日現在）
通いの場名称 活動場所 連絡先 代表者

（敬称略） 開催曜日 時間 内容

利根町陶芸同好会
利根町生涯学習
センター

080-3477-0398 石山　啓子 第１・第３、火・木・金 9：00～17：00 陶芸
第３日曜日 15：00～17：00

利根囲碁会
布川地区コミュニ
ティセンター

090-3909-0575 羽入　栄 毎週火・木・土 13：00～17：00 囲碁

健康マージャンの集い
すこやか交流
センター

68-3998 小林　宏
毎週火曜日
（第５除く）

13：00～16：00 健康マージャン

歌声カフェもえぎ野
もえぎ野台
自治会館

090-8303-0153 鈴木　加代子 第４木曜日 13：00～15：00 歌声カフェ

集いの場もえぎ野
もえぎ野台
自治会館

090-6042-0260 山森　久子 毎週火曜日 13：00～16：00
体操・レクリエー
ション・園芸

歌声喫茶カンナ
利根町保健福祉
センター

070-7477-4233 石井　達雄 第２・第４月曜日 14：00～15：30 歌声喫茶

TONEウェルネス
きんとれ会

日本ウェルネス
スポーツ大学

090-1859-8449 小島　和彦 第２・第４水曜日 13：30～15：30
ストレッチ・
筋トレ運動・他

早尾台ボランティアの会
カフェ「みなくーる」

早尾台自治会館 68-5129 落合　幸子 第１水曜日 10：00～16：00 カフェ

利根町漢の料理同好会
利根町
文化センター

090-8890-2207 安藤　芳弘 第２・第４日曜日 9：00～12：00 料理

ひまわりカフェ
いこいの家ひまわり
（羽根野684-61）

080-5490-1937 大森　孝 毎週火・木・土
10：00～12：00
13：00～16：00

カフェ

歌声ひまわり
いこいの家ひまわり
（羽根野684-61）

090-9840-2447 西脇　久夫 第２・第４金曜日 13：00～15：00 歌声カフェ

　『住民交流通いの場』を利用することにより、閉じこもりの防止や心身の健康維持、要介護状態の予防
が期待できるとともに住民同士のつながりによる支え合いの関係が構築できます。『住民交流通いの場』は、
支援や介護が必要になっても住み慣れた地域の中で自分らしく暮らしていくための、地域における助け合
い体制のひとつです。

【問い合わせ先】利根町地域包括支援センター　☎ ６８－２２１１（内線 130）

　　　　　　　　　ー『住民交流通いの場』の実施団体を募集していますー
＊事業の内容、実施方法、活動費の補助等の詳細については、町ホームページまたは、利根町地域包括支援センターまでご
確認ください。（URL:https://www.town.tone.ibaraki.jp/sp/page/page004488.html）

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所
か
ら

食
中
毒
予
防
の
お
知
ら
せ
で
す

①
よ
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

　

食
中
毒
予
防
の
基
本
は
手
洗
い
で
す
。
石
鹸
を

使
っ
て
し
っ
か
り
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
指
先
、
指

の
間
、
爪
、
手
の
し
わ
、
手
首
な
ど
、
洗
い
残
し

の
多
い
箇
所
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

②
調
理
し
た
食
品
は
す
ぐ
に
食
べ
ま
し
ょ
う

　

作
っ
た
料
理
を
室
温
で
長
時
間
放
置
す
る
と
、

食
中
毒
の
原
因
と
な
る
微
生
物
が
増
殖
し
ま
す
。

温
か
い
も
の
は
温
か
い
う
ち
に
、
冷
た
い
も
の
は
冷

た
い
う
ち
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。
調
理
後
す
ぐ
に
食
べ

な
い
場
合
は
、
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

③�

お
肉
は
十
分
に
火
を
通
し
た
も
の
を
食
べ
ま

し
ょ
う
。

　
生
や
加
熱
不
十
分
な
肉
料
理
は
危
険
で
す
。
肉

の
色
が
変
わ
る
ま
で
し
っ
か
り
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
生
の
肉
を
触
っ
た
箸
や
ト
ン
グ
で
、
調
理
品

を
触
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
有
毒
植
物
に
よ
る
自
然
毒
に
注
意

　

有
毒
植
物
を
食
べ
て
食
中
毒
に
な
る
事
例
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
毒
植
物
に
は
、
ス
イ
セ
ン
の

球
根
を
玉
ね
ぎ
と
誤
認
す
る
な
ど
、
野
菜
や
食
用

植
物
と
非
常
に
似
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
食
用
と

確
実
に
判
断
で
き
な
い
植
物
は
、
絶
対
に
「
採
ら

な
い
、
食
べ
な
い
、
売
ら
な
い
、
人
に
あ
げ
な
い
」

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所
衛
生
課

☎
0
2
9
7
‐62‐２
１
６
３

お 知 ら せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

増
え
て
い
ま
す

（
C
O
V
I
D
‐
１９
）
の
感
染
症
流
行
状
況

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D
‐
１９
）
の
茨
城
県
内
の
感
染
症

報
告
数
に
つ
い
て
、2
0
2
3
年
第
28
週
（
令

和
5
年
7
月
１0
日
～
7
月
１6
日
）に
よ
る
と
、

定
点
あ
た
り
報
告
数
は
前
週
と
比
較
し
て
継
続

し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
茨
城
県
内
の
定

点
報
告
数
は
、
１0
・
33
件
、
竜
ケ
崎
保
健
所
管

内
は
１5
・
8
件
と
、
保
健
所
別
で
県
内
2
番

目
に
高
い
値
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
年
齢
別
で

は
、
１0
代
が
最
も
多
く
、
次
い
で
40
～
50
代
、

30
代
、
20
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

～
夏
の
感
染
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
～

①
換
気

②
手
洗
い
・
手
指
消
毒

③
マ
ス
ク
の
着
用
（
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
な
ど
、

混
雑
し
た
電
車
・
バ
ス
に
乗
車
す
る
時
・
受
診

時
や
医
療
機
関
・
高
齢
者
施
設
な
ど
を
訪
問
す

る
時
）

　
夏
休
み
や
お
盆
に
帰
省
等
で
高
齢
者
の
方
と

会
う
場
合
や
大
人
数
で
集
ま
る
場
合
は
、
感
染

予
防
を
心
が
け
体
調
を
整
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
が
感

染
す
れ
ば
重
症
化
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。
通

院
や
高
齢
者
施
設
を
訪
問
す
る
と
き
に
は
、
感

染
予
防
と
し
て
マ
ス
ク
の
着
用
が
効
果
的
で

す
。

▼�

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
68
‐
８
２
９
１

8令和 5年 8月（No713）9 令和 5年 8月（No.713）


